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Jane　Eyreにおける偏
平　田　尚　子
はじめに
　Charlotte　Bronte（1816－55）は画家を目指した弟のBranwe11の影響もあって，画家になり
たいと思うことがあった。彼女は子どもの頃，絵を描くことに夢中になり，年鑑から銅版画を模
写したが，その際，あらゆる小さな点まで書き込み，六か月後にはそれを忠実に模写したもの
が出来上った。彼女は特に当時の流行画家だったJohn　Martinの絵が気に入り，彼の挿絵から
ヒントを得て，妹や弟たちと創作した“Glass　Town”の人物たちの絵を描いた。　Charlotteは絵
を写すのに目を酷使し，そのために視力が非常に弱くなったほどだった1）。しかし，やがて自分
には画家になるほどの才能がないとわかり，物語に絵をつけるということをあきらめ，その代わ
りに物語を「書く」という方法を見つけたのだった。彼女は絵画によって自分の考えを表わす表
現方法を学びたかったが，物語を絵に描くことの能力の限界を知り，「書く」という自分にとっ
てより良い方法を選んだのだった。Jane　Ey　re（1847）が完成した後，その挿絵を描くように勧
められたが，彼女は絵は専門家が描くか，あるいはむしろ絵をつけない方が良いと思うと言った
そうである。
　Charlotteは物語を書くことと並んで，絵も描くことを学び，「アンダリア物語」などの登場
人物の挿絵を描いていることからすると，小説を書く際にも絵画の影響があっても不思議ではな
い。Charlotte　Bront益の作品の中でもとりわけ，ノtZne　Eyreと絵との関係は深い。主人公の
Janeは小さい時から絵に強い興味を示し，その才能を持つ女性として描かれており，　Lowood
の学校ではフランス語と絵画が特に良い成績で，彼女が描いた絵についての描写がある。そのた
め，絵はJaneの自己表現の手段だったと言って良い。その上，小説の中の描写には絵を描く時
に用いる方法からヒントを得たと思われるような視覚に訴える表現が多い。JaneのReed夫人
に対する激しい怒りを「生き物のようにきらめき，なめっくすように真っ赤に燃えさかるヒース
の山」と比喩し，また，自分の怒りが爆発した後の後悔の混じった空しくわびしい気持ちを「火
災が消えた後のまつ黒に焼き尽くされた草原」の姿に例えている。また，JaneはRochesterか
ら果樹園でプロポーズされるが，その後，そこにあったマロニエの木が雷に打たれて真二つに割
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れたと聞かされる。それは二人の結婚話がこわれることを暗示しているようで，後日，Janeが
見たその木は真ん中から黒く引き裂かれて立っていた。しかし，引き裂かれた木のそれぞれの半
分は互いに離れ切らず，頑丈な幹の下部は強い根が支えとなってくっついたままなので，ともか
くもかろうじて，一本の木をなしていた。そのマロニエの姿は一度，こわれかった二人置愛は根
強く，最後には二人が結ぼれることを暗示している。
lane　Ew’eの中の風景描写などはChar／otteの好きな画家であったJ．　M．　W．　Turner（1775－
1851）の描き方からヒントを得ているとCynthia　A，　Linderは指摘している2）。このように
Charlotteは物語のプロットや人間の心理などを表わすのに視覚的イメージを使うだけでなく，
描写の方法も好きな画家の絵画的方法を用いている。例えば，JaneとRochesterが初めて出会
うクライマックスの場面で，薄闇の中を彼の乗った馬が近づいてくるけたたましい蹄の音の効果
を一枚の絵の景色に例えている。
　　A　rade　noise　broke　out　on　these　fine　ripplings　and　whisperings，　at　once　so　far　away
and　so　clear：　a　positive　tramp，　tramp，　a　metallic　clatter，　which　effaced　the　soft　wave－
wanderings；　as，　in　a　picture，　the　solid　mass　of　a　crag，　or　the　rough　boles　of　a　great　oak，
drawn　in　dark　and　strong　in　the　foreground，　efface　the　aerial　distance　of　azure　hi11，　sunny
horizon，　and　blended　clouds，　where　tint　melts　iRto　tint．3）
けたたましい馬の足音があたりの深い静寂を破ることを一枚の絵において前景に黒く，濃く描か
れた岩の塊が遠景の淡い色を打ち消してしまうことに例えて，音の効果を表わすのに絵の描写を
引き合いに出して強く印象づけている。このように小説の描写法を絵画的表現からヒントを得て
いるが，Janeが描いた絵そのものをCharlotteが小説の中でどのように使ったかをこの小論に
おいて考察したい。
1。Bewickのノ万s’oηof、British　Birdsの挿絵
　小説の冒頭に伯母のReed夫人からうとんじられ，　Reed家の団簗から仲間はずれにされてい
るJaneが，カーテンの陰に隠れ，食堂の出窓に座って，　BewickのHisto7pu　of　British　Birclsを
読んでいる場面がある。彼女は自分が置かれた冷たい現実から逃れるかのようにその本の超自然
的な幻想の世界に浸る。一杯に引いた深紅のカーテンが右手の食堂からの視界をさえぎってくれ，
その左側には庭に面した透明の窓ガラスが彼女を寒さから守ってくれた。しかし，その窓から見
える十一月の風景は冷たく吹きたてられる雨と霧のためにわびしく，荒涼としていたが，Jane
の目は本のページをめくりながらもその氷のような外の風景からは目を離せなかった。これまで
度々，言われているようにカーテンの深紅の赤はJaneの怒りを表わし，外の氷の世界はReed
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家のような愛のない世界を象徴している。彼女がめくるBewickの絵には北極地帯の荒涼とした
人跡まれな地帯にアルプスの何倍もの高さに積み重なった氷原の説明があり，そこに次の挿絵が
描かれている。
．．．the　rock　standing　up　alone　in　a　sea　of　billow　and　spray…the　broken　boat　stranded　on
a　desolate　coast．．．the　cold　and　ghastly　moon　glancing　through　bars　of　cloud　at　a　wreck
just　sinking．．．the　quite　solitary　churchyard，　with　its　inscribed　headstone．．．its　gate，　its
two　trees，　its　low　horizon，　girdled　by　a　broken　wall，　and　its　newly　risen　crescent，　attesting
the　hour　of　eventide．（40）
海の中にそそり立つ岩，人影のない浜辺に打ち上げられたボート，雲間を通して，沈もうとして
いる難破船を照らしている冷たい青ざめた月光，墓石がある寂しそうな教会，その門，木，壊れ
た塀，昇ってきたばかりの三日月などのわびしい風景がJaneの心の中に深く，刻み込まれる。
しかし，悪魔や怪物，絞首台の絵にはJaneは恐怖を感じる。
　　The　fiend　pinning　down　the　thief’s　pac1〈　behind　him，　1　passed　over　quickly：　it　was　an
object　of　terror．
　　So　was　the　b｝ack，　horned　thing　seated　aloof　on　a　rock，　surveying　a　distant　crowd
surrounding　a　gallows．　（40）
彼女は自己のイメージがないかと無意識に挿絵の中をを探し，それに相当するイメージを見つけ
る。薄暗い墓場などの青白い死の世界の挿絵は両親のいない孤児のJaneのわびしい姿であり，
この絵の中にJaneは自分自身の姿を重ねている。この挿絵は後に彼女がLowoodで描いた海の
絵と似ている。両親が死んだ子どもが死の世界に注意を向けるのは当然である。しかし，それら
の絵はだだ，死のイメージだけにとどまらず，悪魔が泥棒の背負った包みを大地に釘づけにして
いる場面や絞首台の絵は罪と罰との問題をも示唆している。Bewickはロマン主義時代の人で，
その絵は氷原によって表わされている遠い異国へのあこがれ，孤独，わびしさ，神秘さ，不合理，
情緒などロマン主義的要素にあふれている。Janeはその後，　John　Reedにいじめられて，暴力
をふるわれたために，彼に殴りかかるが，その罰として赤い部屋に押し込められる。Bewickの
絵の中に漂う不合理的な感覚は死を連想させる超自然的な赤い部屋やJaneが抱いた激しい怒り
とあい通じるものがある。小説の中で，彼女は何度も人の死に出会い，その度に死とは何かを見
つめている。この挿絵は彼女の心の外にある客観物であるが，十才の孤独な少女の心情の主観的
表象物と言える。冷たい現実社会をかろうじて一枚の赤いカーテンでさえぎることで楽しい幻想
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の世界に浸るJaneは自己と他者，個人と社会，空想と現実のディレンマに陥っている。
2．Lowoodにおける成長の証としての絵
　Janeは特に無口で内気なので，小説の中でJaneが描いた絵は彼女のビジョンを表現する重要
なひとつの方法であり，彼女の心の内を客観的に表わす効果的な手段である。これらの絵は彼女
の感情や心の中を外に表わす手段となっており，描かれた時期の順にこれらの絵をたどっていく
と彼女の成熟していく姿がはっきり図形化される4）。LowoodでJaneはTemple先生とHelen
との出会いによって様々な面で進歩する。監禁された赤の部屋の「赤」で象徴されるGate－
shead時代のJaneの激しい怒りの感情はその二人によって教育を受けることで，抑えることを
学ぶ。Gatesheadでは自分の心情を表わすのにBewickの挿絵の中にその相対物を見つけ，そ
れを受身的にただ吸収するだけだったが，ここでは自分の思っていること，感じていることを絵
に表わせるほど，十分，成長したのである。Brocklehurstによって貼られた「嘘つき」のレッ
テルという悲しい重荷から開放された後，彼女は努力によって自分の進む道を切り開いていく決
心をして勉学に打ち込んだので，めきめきと力をつけていき，フランス語と図画を始めることを
許された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilearned the　first　two　tenses　of　the　verb　Et7’e，　and　sketched　my　first　cottage（whose
walls，　by　the　way，　outrivaled　in　slope　those　of　the　leaning　tower　of　Pisa）on　the　salne
day．　That　night，　on　going　to　bed，　I　forgot　to　prepare　in　i11／agination　the　Barmecide
supper，　of　hot　roast　potatoes，　or　white　bread　and　new　lnilk，　w｛th　which　I　was　wol／t　to
amuse　my　inward　cravings．　I　fasted　instead　on　the　spectacle　of　ideal　drawings，　which　I
saw　in　the　dark－ail　the　work　of　my　own　hands；freely　penciled　houses　and　trees，
picturesque　rocks　and　ruins，　Cuyp－like　groups　of　cattle，　sweet　paintings　of　butterflies
hovering　over　unblown　roses，　of　birds　pickil／g　at　ripe　cherries，　of　wrens’nests　enclosing
pearHlke　eggs，　wreathed　about　with　young　ivy　sprays。（106）
Janeが絵を描くことがここではじめて言及されるが，夜，ベッドの中で彼女が描く想像上の絵
の題材にそのときの彼女の心境が表れている。絵として想像されたものは幸せそうな家庭生活を
感じさせるし，そこに描かれた自然が温和であるということはJaneがLowoodの学校の立派な
生徒として受け入れられ，またその社会にに属していることにほっとしたJaneの安堵感が表れ
ていると言ってよい5）。JaneがThornfieldに出発する直前にBessieがLowoodの学校に訪ね
て来た時，壁に掛けられた彼女の描いた絵を見た。
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　　‘That　is　one　of　my　paintings　over　the　chimney－piece．’　lt　was　a　iandscape　in　water
colours，　of　which　1　had　made　a　present　to　the　superintendent，　in　acknowledgement　of　her
obliging　iinediation　with　the　committee　on　my　behalf，　and　which　she　had　framed　and
glazed．
　　‘Well，　that　is　beautiful，　Miss　Jane！　lt　is　as　fine　a　picture　as　any　Miss　Reed’s　drawing
－master　cou！d　paint，　let　alone　the　young　ladies　themselves，　who　could　not　come　near　it　：
and　have　you　learnt　French？’　（123）
このガラスのはまった額縁に入れられた絵の内容は水彩画で「美しい」という以外は書かれてい
ないが，ここでJaneの二つのレベルでの進歩を表わしている。つまり，絵とフランス語の進歩
に見られるように彼女の教育的進歩を示している。また，精神的な進歩では自己の激しい感情を
抑制できるようになり，気質が，穏やかになったことなどは彼女が選んだ題材からわかる。実際
的な性格のBessieはその絵をMiss　Reedの絵と比較してほめていることから，それはJaneが
レディーとしてのたしなみを身につけた証であることを示している。そして，またその絵の出来
ばえから，経済的に教師として自立していくことが可能になったことをも表わす。このように十
八才の娘の心情，境遇など，主観的，客観的状況を絵によって表わしている。CharlotteはJane
にとって絵という自己表現をする手段が必要であることをここで示し，物語の方法のひとつを確
立したのである。
3．　Rochesterに見せた絵
　Janeが個人的な感情を表わして描いた絵はRochesterが選んだ三枚の絵である。心の最も奥
深くにある精神構造が表れるのは人間の理性が自制力を失う所，つまり，想像が働く所であり，
意識と関係なく，思わず知らず行なう本能的な行為の中に人間の本心が最も忠実にさらけ出され
る6）。彼女がそれらの絵を描いている時，「夢中であった」こと，「芸術の夢の国に遊んでいた」
ことからするとその絵はまさに彼女の「最も奥深くにある精神構造」を表わしていることになる。
これらはトーンと主題においてロマンティックな絵で，ロマンティシズム的ビジョンを表わす画
家のTumerがこれに似た雰囲気の絵を描き，彼の絵はJaneの絵が示す神秘的壮大さを伝える7）。
Janeが初めて，ゆっくりとRochesterと過ごした夜，彼女がLowoodで休暇中に描いた絵を彼
に見せるが，彼はその中から特に三枚を取り出して調べる。Janeは読者に向かってそれらの絵
の説明を一枚一枚するが，それらはすべて自然の風景を背景にして人間の顔や姿が描かれている。
Janeの説明からすると，絵のイメージは「陰気」，「非現実」，「空想的」であり，小説の冒頭に
出てきたBewickの絵と「陰気で，じとじとしている寒い景色」という点で似ているし，さらに
John　Martinの絵とも共通する所がある。
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　一枚目の絵は閉ざされた暗い遠景を背景にしてうねり高まっている海原に低くたれこめた鉛色
の雲と，海に半ば沈んだ船のマストの上に止まっている黒い大きな鵜が描かれている。一筋の閃
光にくっきりと照らし出されたマストの上の鵜は口ばしに輝かしい色で塗られた黄金の腕輪をく
わえている。マストの下にある海の底には緑色の水を通して沈んでいる溺死体がほのかに透けて
見え，腕輪を奪われた美しい片腕だけが他の手足に比べてはっきり見えている。二枚目の絵は前
景にはそよ風に吹かれている草や木の葉で覆われている薄暗い山の頂きがある。たそがれのよう
な濃い藍色の空を背景として柔らかい，薄墨色に描いた女の半身像が空に向かって立ち上がって
いる。その額には星を散りばめた王冠をつけ，顔にはもやがかかっているが，目は黒くきらきら
と輝き，髪は雲のように陰影に満ちて，なびいている。月の光のような青白い光がこの宵の明星
である幻像のうなじと薄い雲に差している。三枚目の絵は極地の冬空に氷山の尖塔がそそり立っ
ている絵である。光の集まりが地平線に沿って槍を並べたようにほの黒く突き立っている。前景
には巨大な頭が氷山にもたれていて，やせた二本の手が額を支え，顔には黒いヴェールが掛けら
れ，骨のように白い額とうつろな動かない片目は絶望の表情をたたえている。さらにこめかみの
上に巻きつけられた黒い布のターバンのひだの真ん中には青白い淡い色の小さな火花を散りばめ
た白い炎の輪が輝いている。この青白い新月は王冠の形をかたどって，「形なき形」というJohn
Milton（1608－74）のParadise　Lost（1667）からの言葉が引用されている。
　Rochesterはこれらの絵を見て，「少女にしては変わっている」というが，それらは十九世紀
初期の雑誌や贈答用装飾絵本に共通した特徴がある8）。これらの三枚の絵が何を意味しているの
か，これまで様々の解釈がなされてきたが，いずれにしてもそれらの絵はすべて「死」を感じさ
せるイメージを表わしている。Janeの愛i青に飢えた孤独な暗い感情を表していて，トーンと主
題において非常にロマンティシイズム的な絵であり，その傾向は小説全体のパターンを示してい
る。これまで，これらの三枚の絵に対してなされた解釈は多様であるが，それらを大きく分ける
と，ひとつにはこれらの絵はLowoodで描いたとJaneが言っているので，彼女のその時まで
の経験や気持ちを表わしているとする考え方である。Cynthia　A．　Linderによると一枚目の絵は
Bewickの絵にあい通じるもので，　Gatesheadにいる時の気持ちを象徴したものである。二枚目
の絵はTemple先生が去った後のJaneの気持ちを表わしたもので，　Temple先生がいなくった
後のLowoodは牢獄のような狭い世界に閉じ込められているという閉塞感を感じさせ，自由を
求めて，外の世界に出て行きたいと思った時の彼女の気持ちである。三枚目の絵はMiltonの
Paradise　LostのBook　IIにでてくる「死」の姿であり，このように，それらの絵はGateshead
とLowoodにいた時のJaneの感情を表わしたものであるとする9）。しかし，　Langford　Thomas
はJaneがRochesterに見せたこれらの三枚の絵は彼女の過去における経験や心情のみならず，
これから起こる出来事などの予告的役割をも果たすと考える。その三枚の絵はそれぞれ，彼女の
生涯における三つの主な場面のテーマを表わしていて，一枚目の絵はGatesheadとLowood，
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二枚目の絵はThornfield，三枚目の絵はMarsh　EndでのJaneの状況がテーマになっていると
解釈し，Janeの現在，過去における心情だけではなく，この後のJaneに起きる出来事の予言的
なビジョンをも表わすとしているlo）。彼によると，第一の絵はJaneの子ども時代と青年期の象
徴的な描写を表わし，そのイメージは精神的な孤独と失望を示している。荒れた海，低くたれこ
めた暗い雲は彼女に深い心の傷を残したReed家とLowoodでの冷え冷えとした孤独な生活を
表わしていて，海の下から見える溺死体はHelenであり，輝くブレスレットをくわえている鵜
は悪の力を象徴している。そのブレスレットはJaneがHelenとの友情で知った唯一の幸福の明
るさを示すが，鵜がその死体の腕から引きちぎったブレスットを口にくわえているのはHeien
の命を食い尽くしたことを表わしている♂o）
　Robert　Keefeはマストに止まっている鵜と溺死体の絵はCharlotteが小さい時から度々描い
ていた絵のモチーフであると述べている。「アンダリア物語」と関連した“And，　when　you　left
me”ﾌ詩の中で，　Maria　Percyがまだ生きているのに，　Zamorna公爵は彼女が死んだかのよう
に話す。廷臣のSdeathがMariaを船旅に連れ出して，彼女が寝ている問，溺れさせることを
彼に提案していた。Zamornaはそのことを想像した時に，　Mariaが沈んでいくのが彼の目の前
に見えるようだったが，Janeの絵では鵜がZamornaと同じように死体を眺めている11）。
　この絵の鵜はMiltonのParac／ise　LostのBook　IVに出てくる「命の木に止まったサタン」を
思い出させる。Jane　Eyreでは“One　gleam　of　light　lifted　into　relief　a　half－submerged　mast，01／
which　sat　a　cormorant，　dark　and　Iarge，　with　wings　flecked　with　foam．．．”（157）とあるが，
一Paradise　Lostではサタンは“The　middle　tree　and　highest　there　that　grew，　sat｝ike　a　cormo－
rant”’2）とあるように命の木の梢に鵜のように座った。しかし，命の木がもたらす真の命はサタ
ンにはよみがえらず，かえって，サタンは生きている者への死を企みながら座っていた。正し
く使えば，不死のしるしとなったはずの木を，ただ遠望の足場としただけだった。この鵜のよう
に座ったサタンは命の木の枝から笑いながら，楽園での幸福そうなアダムとイブをねたましく見
ていて，彼らを誘惑して堕落させることを謀った。Thomas　Langfoldはlane　Eyreのこの鵜は
サタンと同じようにJaReの幸福をねたみ，誘惑を通してJaneの堕落を謀る悪の力を表わして
いると考え，その誘惑は第二と第三の絵で示されているという解釈をしている13）。
　Thomas　Langfoldやその他の批評家たちによると二枚目の絵はThornfieldと関連があり，
Evening　Starのi擬人化の絵で，　Venusの愛の女神を表わし，　RochesterとJaneのこれからの二
人の愛を予言しているとしている。この絵だけにRochesterは触れて，その絵の山はLatmos
だと言い，JaneにLatmosをどこで見たのか聞く。
　　‘1．．．　These　eyes　in　the　Evening　Star　you　mtist　have　seen　in　a　dream．　1÷low　could　you
make　them　look　so　clear，　and　yet　not　at　all　brilliant？　for　the　planet　above　quells　their
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rays．　And　what　meaning　is　that　in　their　solemn　depth？　And　who　taught　you　to　paint
wind？　There　is　a　high　gale　in　that　sky，　and　on　this　hilltop．　Where　did　you　see　Latmos？
For　that　is　Latmos．　There－put　the　drawings　away　！”　（158）
Rochesterの絵に対する解釈と反応は彼の考えや感情について知る手がかりとなる。　Latmosは
John　Keats（1795－1821）がEndymion（1818）の中で詠った詩の中に出てくる。　Latmosは月
の女神に愛される羊飼いの美青年のEndymionが住んでいた山である。純粋無垢な娘のJaneを
目の前にするとRochesterはEndymionのようなそれまでの自分のすさんだ生活に対して気が
答めて，その絵をすぐしまうように言ったと思われる。更に，その絵の空に立つ女性は小説の中
で姿を変えて表れるとも取れる14＞。Rochesterに気の狂った妻がいることが発覚した後も彼は彼
女にThornfieidにとどまることを切願するが，　Janeは道徳的に相容れないRochesterとの愛を
貫くか，それとも彼のもとを去って，倫理的に報われない愛をあきらめるか，心が引き裂かれて
苦しみの中で夢を見る。月が白い人間の姿に変わって女の人の形となって大空に現れ，“My
daughter，　flee　temptation．”（346）と「誘惑から逃れなさい」と言うその「母」なる女の人の言
葉を聞いて，JaneはRochesterのもとを去る決心をする。
　三枚目の絵にはMiltonのParadise　LostのBook　IIからの引用の言葉が添えられている。そ
れは頭に王冠をつけた「死」の姿を形容する「形なき形」という言葉である。これはJaneがそ
の絵を死の寓話として描いたものであることを示している。巨大な頭の人物が黒のヴェールをか
ぶっているということからそれは女性だと思われる。ここは地獄とも考えられ，氷山の北の方に
は槍の形をした光が差していることから，その監獄には守衛がいると想像できる。彼女は氷山に
縛り付けられているかのようにそれにもたれていて，悲しみのためにそこから逃げる気力も無さ
そうである。この絵もただ，単に，Janeの孤独な気持ちを表わすのに死のイメージを用いただ
けであるという解釈もある。しかし，これを予言的なイメージととらえるとすると，それはSt
Johnとの愛のない結婚を受け入れるという誘惑に苦悩するJaneの姿と取れる。　Paradise　Lost
では王冠をつけていて，「形なき形」と形容されたのは「死」であった。巨大な頭は死そのもの
で，黒のヴェールや血の気のない額，うつろな目はSt　Johnとの結婚により，精神的な死に追い
込まれそうなJaneを表わしている。　St　Johnの冷たい禁欲はJaneにとって肉体的にも精神的に
も死を意味し，その結婚は社会の慣習にかなうが，愛のない結婚である。その氷山はJohnの冷
たい禁欲や愛のない結婚を表わし，頭の上の炎はJaneが抱くRochesterへの激しい愛とも取れ
る。最後に結局，Janeは道徳的にかなった愛ある結婚をRochesterとするが，その絵はその意
味でMiltonの秩楽園』と『復楽園』の両方の含みを持った予言と取ることも出来る15）。
　これらの三枚の絵には様々な解釈があるが16），それらが，その時までのJaneの過去における
心情のみを表わしたと解釈するよりも，予言的なビジョンをも表わしていると解釈した方が，作
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品を多面的にとらえることができ，読みの解釈の幅が広がる。いずれにせよ，その三枚の絵は
様々な解釈を許すほどに意味深い。
4、　自己への戒めとしての絵
　JaneはRochesterに彼の身分にふさわしい貴族の美しい女性のIngramがいることを知り，
身分違いの自分とRochesterとの結婚などありえないことをあらためて認識し，彼をあきらめ
るように自分を戒めるための肖像画を描くように自分に命じる。
　　“Listen，　then，　Jane　Eyre，　to　your　sentence：　to－morrow，　piace　the　glass　before　you，
and　draw　in　chalk　your　own　picture，　faithfully，　without　softening　one　defect；　omit　no
harsh　line，　smooth　away　no　displeasing　irregularity，　write　under　it，　“Portrait　of　a
Governess，　disconnected，　poor，　and　plain”．
　　‘Afterwards　take　a　piece　of　smooth　ivory－you　have　one　prepared　in　your　drawing
box：　take　your　paiette；　mix　your　freshest，　finest，　clearest　tints；　choose　your　most　delicate
camel－hair　pencils；　delineate　carefuily　the　loveliest　face　you　can　imagine；　paint　it　in　your
softest　shades　and　sweetest　hues，　according　to　the　description　given　by　Mrs　Fairfax　of
Blanche　lngram．．．　portray　faithfully　the　attire，　aerial　lace　and　glistening　satin，　graceful
scarf　and　golden　rose：　call　it，　“Blanche，　an　accomplished　lady　of　ranl〈”．　（190－191）
JaneはRochesterとの愛をあきらめるために，これ以後，彼との愛を夢見るようなことがあれ
ぼ，身分の低い不器量な自分の絵と高貴な身分の美しいIngramの絵を描いて，その二枚を比べ
ることによって，自分は彼から愛されるはずがないと言い聞かせる決心をする。そして実際に彼
女は二枚の肖像画をクレヨンで描くが，Ingramをまだ見たことがないのでFairfax夫人から聞
いて，想像しながら美しい彼女の肖像画を描いた。自分の顔を大げさに醜く描いた自画像と美し
い彼女の肖像画は望んだ通りに著しい対照をなしていた。それぞれの絵の下に「身寄りのない貧
乏で器量が悪い一家庭教師の肖像」と「教養のある高貴な貴婦人のBranche嬢」と書き，この
絵を使って自分の感情を理性によって抑えようとした。しかし，この二枚の絵を用いることで
「健全な自制」をすることによって，自分の感情を抑えようとするのは当時の道徳的時代精神の
表れである。彼女は「果てしない，道のない想像の荒野をさまよっている自分の思想や感情を安
全な常識の羊小屋の中へ入れようとした」のだった。理性や常識の中に自分の奔放な想像力，幻
想を閉じ込めようとしたのは，ロマンチックで自由奔放なエネルギーを理性で教化しようとした
ヴィクトリア朝の時代精神の表われであり，それを絵のメタファーで表わしたと言える。しかし，
それは同時にCharlotte自身が作家として小説の作風について悩んだディレンマをも表わしてい
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る。彼女の文学には対照的な二つの要素，つまり，バイロン的，アンダリア的な激しい情念とそ
れを抑圧する意志，理性，道徳観念がともに存在し，その二つが彼女の中でせめぎあった結果，
作晶の中で相反する二つのものが交互に現れている。
　JaneがRochesterに見せた絵はどれもロマンティシズムの手法で，彼女が心の中に持ってい
た寂蓼感，孤独感をそのまま表現していて，当時のヴィクトリア時代の気質を代弁していなかっ
た。しかし，自戒の念を込めて描いたこの絵はいわば，ヴィクトリア朝文化のイデオロギーを表
わしていて，ヴィクトリア的モラル1ご基づいて，女性のアイデンティティを定めたその時代の因
習的規範を感じさせる。「分をわきまえなければならない」という社会思潮では，敬虚，勤勉が
美徳とされ，妥協，教化，体面，社会的良識が重んじられ，Reed夫人やBrocklehurstによっ
てそれが体現されていると言える17）。
　また，これらの絵によってJaneにおける変化をも表わしている。　Ingramと自分の違いを引
き立たせるためにある程度，大げさに描き，必ずしもありのままの姿を表わしてはいないが，そ
れにもかかわらず，これらの絵を描くことで，Janeが，これまでのように想像の世界ではなく，
現実の世界を表わすために絵を用いることに関心を持つようになった。CharlotteはJaneが現
実に目覚めてきたことを示すために彼女の絵を書く能力を利用したのである18）。
5．Gatesheadに帰って描いた絵
　Rochesterを恋するようになってまもなく，Reed夫人の危篤の知らせを聞いてJaneはGates－
headに帰った時に，何もすることがないのでRochesterなどの想像画を描く。二つの岩の聞か
ら見える海原，空に昇ろうとしている月，月の丸い表面を過ぎていく一隻の船，はすの冠をつけ
た水の精，さんざしの花輪の下に座っている妖精など，めまぐるしく変わる想像の万華鏡に映る
さまざまな情景を描き続けた。LowoodではJaneは人生経験が浅く，文学に題材を求めて，幻
想的な絵を描いたが，Gatesheadで描いたのはその時，彼女の心すべてを占めていたRochester
に対する憧れ，恋心であって，それをお伽話的に表わしている。そしてある日，彼女はRoches－
terの似顔絵を描く。
　　One　morning　1　fell　to　sketching　a　face：　what　sort　of　a　face　it　was　to　be，　1　did　not　care
or　know．　1　took　a　soft　black　pencil，　gave　it　a　broad　point，　and　worked　away．　Soon　1　had
traced　on　the　paper　a　broad　and　prominent　forehead　and　a　square　lower　outline　of　visage：
that　contour　gave　me　pleasure；　my　fingers　proceeded　actively　to　fill　it　with　features．
Strongiy－marked　horizontal　eyebrows　must　be　traced　under　that　brow；　then　followed，
naturally，　a　well－defined　nose，　with　a　straight　ridge　and　full　nostrils．．．　‘Good！　but　not
quite　the　thing，’　1　thought　as　1　surveyed　the　effect：　‘they　want　more　force　and　spirit’；　and
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1　wrought　the　shades　blacker，　that　the　lights　might　flash　more　brilliantly－a　happy　touch
or　two　secured　success．　There，　1　had　a　friend’s　face　under　my　gaze．．．1　looked　at　it；　I
smiled　at　the　speaking　likeness：　1　was　absorbed　and　content．　（261－262）
初めは思いつくままに色々な景色を描くが，その題材はBewickの挿絵やRochesterに見せた
絵に描かれた海，月，船など同じ様なものである。しかし，そこには以前の絵から感じられる冷
え冷えとした悲壮感や孤独感はなく，妖精や水の精，さんざしの花によって心が浮き浮きした気
分の明るさを感じさせる。これは以前に絵を描いた時のJaneの状況が変わっていることを示し
ている。初めて男性を愛することを知った彼女にはもはや以前の孤独感はなく，その心の変化が
その絵に表れている。水の精とか妖精というのはRochesterがJaneを呼ぶ呼称でそれを絵に表
わしていて，Janeの人生観を急激に変えたRochesterだけがこの時描いた絵のテーマになってい
る。従って，最後にはRochesterの似顔絵が描かれるのも自然である。　JaneはRochesterの絵
の出来ばえに満足しているが，Georgianaはそれを見て醜いと言ったように，その評価が違う
ことによって，JaneがいかにR．ochesterに夢中になっているかが示される。　Reed家の娘二人
はJaneの絵を見て，彼女の腕前に驚き，自分たちも絵を描いてもらうが，これは彼女たちより
もJaneの方が進歩したことを表わしている。　Janeが描いたこのお伽噺話的な絵の描写によって，
彼女の人生において起こった変化や進歩を目に見える形で示している。彼女の絵の内容の描写に
よって現在だけではなく，過去における彼女の状況とその後の変化をもさまざまなシンボルによ
って表わしている。
6。Moor　Houseで描いた絵
　Rochesterから逃げるようにしてTornfieldを去った後，　JaneはSt　Johnの世話でMoor
Houseの学校の教師になるが，そこで彼女は夜，満ち足りた気持ちで絵を描くことを日課のよ
うにしていた。RosalnUndがある日，　Janeが描いたかわいらしい少女の生徒の肖像のデッサン
とその付近の谷や荒野などを描いた風景画のデッサンを見つけ，その出来ばえに感嘆する。この
絵には彼女の境遇や心の変化がやはり示されている。今や彼女は貧しい農民の子どもたちを教え
る学校の先生というつつましい境遇であり，絵の題材もそこでの生活から取られた普通の平凡な
題材で，その絵は現在の彼女の境遇を表わしている。
　Rochesterに妻がいることがわかって結婚式が中断されて，　Thornfieldから逃れて，荒野を
さまよった時が，Janeの人生におけるひとつの転換点であった。真の意味で一文無しの放浪者
になったJaneはこの時，これまで理論の上で主張してきた自立の本当の意味を認識したのだっ
た。生まれて初めて，文字通り，経済的な試練に会い，厳しい現実を身を持って経験した彼女は
絵もこれまでの空想的な絵ではなく，リアリスティックな絵の描き方になる。Janeの絵があま
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りに上手なので，Rosamundは彼女に自分の肖像画を描いて貰う。　Janeは，まず，　Rosamt　nd
の肖像画の下絵を描く。
　　1　felt　a　thrill　of　artist－delight　at　the　idea　of　copying　from　so　perfect　and　radiant　a
model．　She　had　then　on　a　dark－blue　silk　dress；　her　arms　and　her　neck　were　bare；　her　only
ornament　was　her　chestnut　tresses，　which　waved　over　her　shoulders　with　all　the　wild
grace　of　natural　curls．　1　took　a　sheet　of　fine　cardboard，　and　drew　a　careful　outline．　I
promised　myself　the　pleasure　of　colouring　it；　and，　as　it　was　getting　late　then，　1　told　her
she　must　come　and　sjt　another　day．　（395）
その後，日を隔てて，Janeはその絵の仕上げに取り掛かった時にSt　JohnがJaneをたずねて来
る。
The　head　was　finished　already：　there　was　but　the　background　to　tint　and　the　drapery　to
shade　off；　a　touch　of　carmine，　too，　to　add　to　the　ripe　lips；　a　soft　curl　here　and　there　to
the　tresses，　a　deeper　tinge　to　the　shadow　of　the　lash　under　the　azured　eyelid．　（396）
JaneはRosamundの肖像画を描くが，そのモデルは完壁に美しい，輝かしいモデルであり，彼
女はこの時，まったく画家の観点からモデルを見ている。絵の描き方の描写にも専門用語が使わ
れているが，それはJaneがモデルの表層的面を見ているだけでなく，彼女が画家として客観的
な見方が出来るようになったことを表わしている。Ingranaの絵と違って，この絵は想像からで
はなく，実物から描いたものであり，いかにそれがRosamundに似ているかということはJane
だけでなく，Rosamumdや彼女の父親，そしてSt　Johnによっても認められた。これはひとに
公開されるための絵であり，これまでのように自分の気持，感情，考えを表現したいという願望
を満たすため，つまり，自分だけの楽しみのために描いたものではない。Janeのこの絵に対す
る感情的なかかわり合いは美しい顔を正確に描写する喜びだけであって，その絵はこれまでの絵
に表れているような超自然的，想像的印象に基づいた絵ではなく，ここにおいて彼女は完全に客
観的な，写実的な絵を描く姿勢を示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終わりに
lane　Ey　reにおいてはJaneの内面の世界を表わすのに，心の中をつぶさに描くだけでなく，
彼女の外界にある事物の「客観的相関物」も用いている。その「客観的相関物」は彼女が触れた
本，絵自然界などだが，絵はJaneの心情，精神，思想を表わす重要な手段のひとつである19）。
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Janeは子どもの時から，絵に興味を示し，やがて，自分でも絵を描き，かなりの才能があった
ようである。初めは本の中の絵に自分の心情や姿を表わした相関物を探し出し，その絵を自分の
内面の世界に重ねていたが，やがて成長して自分で心や思考を絵に表わせるようになると，絵を
自分の感情の客観的表現手段にしている。Janeの精神を投影する「客観的相関物」としての絵
は彼女の奥深くにある精神構造に光を当てて，それを目に見える形にすることではっきりと彼女
の心の内を表現することが出来る。これまでJaneが子どもの時に好んだBewickの挿絵から大
人になって描いたRosalnundの肖像画に至るまでの絵の題材や作風の移り変わりはそのまま
Janeの精神的な成長，および境遇の変化を物語っている。彼女の絵は初めの，暗い，病的なほ
どに陰気な絵から事物や人物の忠実な描写へと変わっていく。さらに，彼女は単に絵を描くだけ
ではなく，美的，道徳的判断をするのにも視覚的言葉で表わしている。
　JaneはRochesterと結婚した後は絵を描くことはなくなる。それまでは自分の心的風景を絵
で表わしていたが，もはやその必要がなくなったからである。目が見えなくなったRochester
に代わって彼女は自分の目で見たものを彼に正確に伝えることが彼女の芸術活動になったのだっ
た。彼女は文字通り，「彼の瞳」になり，彼はJaneの言葉の描写を通して自然や物などあらゆ
る物を見たのである。
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